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洞
爺
湖
町
と
民
間
４
団
体
は
、

町
内
の
人
手
不
足
の
解
消

な
ど
を
目
的
に
、
ス
ポ
ッ
ト
ワ
ー

ク
仲
介
ア
プ
リ
を
運
営
す
る
タ
イ

ミ
ー
（
本
社
・
東
京
都
）
と
包
括

連
携
協
定
を
締
結
し
ま
し
た
。
ま

た
、
地
域
課
題
解
決
に
民
間
の
知

見
を
活
用
す
る
た
め
、
パ
ナ
ソ

ニ
ッ
ク
Ｉ
Ｔ
Ｓ
（
本
社
・
神
奈
川

県
）と
も
協
定
を
締
結
し
ま
し
た
。

　
タ
イ
ミ
ー
と
協
定
を
結
ん
だ
の

は
町
の
ほ
か
洞
爺
湖
町
商
工
会
、

と
う
や
湖
農
業
協
同
組
合
、
い
ぶ

り
噴
火
湾
漁
業
協
同
組
合
、
洞
爺

湖
温
泉
観
光
協
会
。
同
社
運
営
の

ア
プ
リ
﹁
タ
イ
ミ
ー
﹂
は
、
利
用

者
が
働
き
た
い
時
に
合
わ
せ
、
短

時
間
の
ア
ル
バ
イ
ト
を
仲
介
し
ま

す
。
今
回
の
協
定
で
町
民
や
事
業

者
向
け
に
タ
イ
ミ
ー
を
活
用
し
や

す
く
す
る
た
め
の
説
明
会
が
行
え

る
よ
う
に
な
り
、
町
内
の
人
手
不

足
の
解
消
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　
役
場
で
８
月
20
日
に
行
わ
れ
た

締
結
式
で
は
、
同
社
執
行
役
員
ス

ポ
ッ
ト
ワ
ー
ク
研
究
所
所
長
の
石

橋
孝
宜
氏
と
下
道
町
長
、
各
団
体

の
代
表
が
出
席
し
ま
し
た
。
団
体

か
ら
は
、
人
手
不
足
が
原
因
の
窮

状
が
次
々
と
語
ら
れ
ま
し
た
。
石

橋
氏
は
、
６
者
に
よ
る
協
定
締
結

は
同
社
初
と
話
し
﹁
地
域
に
眠
っ

て
い
る
労
働
力
を
起
こ
し
、
人
口

流
出
を
防
ぎ
た
い
。
洞
爺
湖
町
で

成
功
事
例
を
つ
く
り
た
い
で
す
﹂

と
意
気
込
み
を
語
り
ま
し
た
。

町
と
パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
Ｉ
Ｔ
Ｓ

が
結
ん
だ
協
定
は
、
三
大

都
市
圏
に
所
在
す
る
企
業
が
地
方

自
治
体
に
社
員
を
派
遣
し
、
地
域

課
題
の
解
決
に
当
た
る
﹁
地
域
活

性
化
起
業
人
制
度
﹂
の
推
進
を
目

的
と
し
て
い
ま
す
。
同
社
室
蘭
開

発
室
の
高
橋
慧
さ
ん
が
洞
爺
湖
町

に
派
遣
さ
れ
、
職
員
と
共
に
地
域

公
共
交
通
の
活
性
化
な
ど
に
取
り

組
み
ま
す
。

　
９
月
８
日
に
役
場
で
行
わ
れ
た

締
結
式
で
は
、
田
辺
孝
由
樹
社
長

と
高
橋
さ
ん
、
下
道
町
長
、
大
西

智
洞
爺
湖
町
議
会
議
長
、
板
垣
正

人
副
議
長
が
出
席
し
ま
し
た
。

　
高
橋
さ
ん
は
﹁
パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク

の
社
員
と
し
て
、
町
職
員
と
し
て

若
さ
と
技
術
を
武
器
に
地
域
を
活

性
化
し
た
い
と
思
い
ま
す
﹂
と
抱

負
を
述
べ
ま
し
た
。

　
町
で
の
派
遣
期
間
は
令
和
７
年

９
月
30
日
ま
で
で
、
月
10
日
程
度

の
登
庁
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
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写真右：（前列左から）石橋氏と下道町長
写真左：（左から）田辺社長、高橋さん、下道町長

企業の知恵とマチをつくる－

民間２社民間２社とと協定締結協定締結

毎月、職員が今月の手話を紹介します。
第 67 回目は社会教育課小八木香菜子です。
■問合せ 健康福祉課福祉支援係
 （☎ 76-4006）

手話
ワンポイントワンポイント 「協力」

左手の親指を立てて右手の手のひらで後ろから少し押すような感じで
２回ほど叩いてから、右手の甲側を手前に向けて２回ほど叩きます。


